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 日 時 平成23年2月10日（木） 

 場 所 東京都台東区西浅草3-25-16 

  台東区生涯学習センター 

 



社団法人全日本川柳協会 

 

平成22年度通常総会議事録 

 

1、日 時 平成23年2月10日（木） 14：10～16：00 

 

2、場 所 東京都台東区西浅草3-25-16 台東区生涯学習センター 

 

3、出席者の確認 

出席者数 43名・委任状出席 255名・合計 298名 

正会員現在数393名の内上記のとおり定足数197名に達しており、よって定款第27条により当

総会の決議事項は有効であることを確認した。 

 

4、議事録署名者選出 

八木柳雀、安永理石の2氏を議事録署名者として選出した。 

 

5、議 事 

大野会長を議長に選出し、次の事項を審議決定した。 

 

第1号議案 平成23年度事業計画承認の件 

大野議長の指名により本田事務局長から、議案書に基づき平成23年度事業計画

について説明。これらを一同に諮ったところ、全員一致これを承認した。 

 

第2号議案 平成22年度補正収支予算承認の件 

大野議長の指名により事務局から、平成22年度は鳥取大会関連の助成金支給が

日本芸術文化振興会より、またジュニア川柳普及関連の助成金支給が日本財団

より決定したことにより収支額の増加があるため、実体に合わせて補正予算を

作成したい旨の説明があった。これらを一同に諮ったところ、全員一致原案ど

おりこれを承認した。 

 

第3号議案 平成23年度収支予算承認の件 

大野議長の指名により事務局から、平成23年度予算案について議案書に基づき

説明があり、質疑応答を行なったのち、全員一致原案どおりこれを承認した。 



第4号議案 80歳以上の功労者顕彰他 表彰の件 

80歳以上の功労者顕彰の候補者は東側から3名、西側から2名の候補者が挙げら

れた。また鳥取大会成功への感謝を表すため、鳥取実行委員会に感謝状を贈る

ことについて提案がなされた。 

マスコミ柳壇の指導を10年以上行った者への表彰候補者が北海道から4名挙げ

られたが、今回は佐藤正氏 1名を表彰することとなった。基準が曖昧なため今

後申請基準を見直し、①大会に出席できる方 ②指導を継続中もしくは辞めて

から2年以内の方 を対象にしたい。尾藤常任幹事よりこの賞の目的を明確にし、

客観的な討議を重ねることによりこの賞の意義が社会的に高まると思われる。

渡辺常任幹事より表彰についての広報や審議をもっとしないと公平な運営が

行われていると思えない。等の意見が述べられた。一同に諮ったところ異議な

く全員一致これを承認した。仙台大会の前夜祭において表彰する予定。 

 

第5号議案 川柳文学賞の件 

大野会長から、配布資料に基づき川柳文学賞の申請者について説明がなされた。

申請者18名の川柳個人句集を川柳文学賞の選考対象者とする。近々、選考委員

に本と参考資料を発送する。川柳文学賞基金を設けることにより審査をする費

用や受賞対象者を増やすなどして、申請者が増えるのではないかと思われると

いう意見がなされたが、川柳文学賞基金に関しては今後検討を重ね、改めて議

題に挙げたい。これらを一同に諮ったところ、全員一致これを承認した。 

 

第6号議案 役員・人事の件 

新常務理事の選任について提案がなされた。河内權治理事を常務理事に選任す

る。議長から議案書に基づき、新常務理事について理事会で推薦、一同に諮った

ところ異議なく全員一致これを承認した。なお、被選任者はその就任を承諾した。 

 

第7号議案 その他 

出席者から次の発言があり、一同に諮ったところ全員これを承認した。 

① 恒弘衛山氏より国民文化祭おかやまが無事盛会裏に終わった件に対して謝

辞があった。 

② 本田事務局長より、平成24年度の日川協全国大会と国民文化祭がいずれも

徳島県で開催されることとなった。国民文化祭開催地が急に決定したこと

による。 

③ 雫石理事より急に全国大会に参加できず取り消しの場合、参加費はどうす

るべきかとの質問があったが、仙台大会実行委員会に一任することとなっ

た。仙台実行委員会としてはＪＴＢなどの大手旅行社に順じて返金可能日

を決定し、後日報告する。 

④ 日本文藝家協会の会員に川柳家も入ってほしいと連絡があった。金銭的負

担もあるが、川柳家が入ることに意義があるので、興味のある方は事務局

まで連絡をお願いしたい。 

⑤ 日川協本部では久保田副理事長の提案により、川柳データバンクを作成中

である。現在は全国大会や平成柳多留の句を中心に進めているが、いずれ

は江戸川柳やサラリーマン川柳新聞川柳など幅広く検索できるものにし

たい。膨大な時間が必要となるが、根気強く作成するので協力をお願いし

たい。 

 

以上により本日の議事を終了し、議長から謝辞を述べたのち閉会を宣した。 




